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SIPプロジェクト（東北）の概要

【2016年度採択課題（JST）】

東北インフラ・マネジメント・プラットフォームの

構築と展開

東北大学IMC，八戸工業大学，岩手大学，秋田大学，日本大学

戦略的イノベーション創造プログラム （SIP） 地域展開（2016～2018）
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SIPプロジェクト（東北）の概要
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2016年度 SIP採択課題（JST）

東北インフラ・マネジメント・プラットフォームの構築と展開
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SIP成果の社会実装【インフラデータベース】
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山形県道路橋梁メンテナンス統合データベースシステムの開発・運用
SIP開発技術「高度データ活用技術開発プロジェクト（代表者：上田功_東日本高速道路㈱）」の成果を活用し, 

東北大学IMCが平成２７年３月に協定を締結した山形県・県土整備部及び山形県建設技術センターと共に, 同県が

管理する橋梁の維持管理のデータベース「山形県道路橋梁メンテナンス統合データベースシステム(DBMY)」の

運用を、平成２９年３月２２日より開始した。

山形県

山形県建設
技術センター

県内
全３５
市町村

ＳＩＰ事業

地方道版
DBの開発

NEXCO東日本
東京大学 等

東北大学
ＩＭＣ

地方道版DB
開発への協力

地方道版DB
成果の提供

「地方道版DB」を山形県基準の様式にカスタマイズした
「山形橋梁ＤＢＳ」を共同で開発・運営（H28.9協定）

H29.4~
山形橋梁DBS
サービスの提供

「DBMY」の開発・運営スキーム

データベースのコアの部分について
SIP成果である「地方道DB」を活用

台帳
諸元

定期
点検

診断

補修
履歴

山形県基準
各種帳票

山形橋梁DBS

山形県基準の様式 データベースエンジン
・ 書込み
・ 記 録
・ 読出し

SIP成果（地方道版DB）

登録
更新

抽出
閲覧

① NEXCOの技術力と信頼性
② 山形県の状況への適合性
を両立した高品質で使いやすいDBSを
早く・低価格で使用できる。
（ 市町村にもサービスを安価に提供 ）

「DBMY」の概要と産学官連携によるメリット
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データを迅速、的確に抽出可能

東北大学・建設技術センター・県と市町村がつながる

点検・診断の高度化・効率化

市町村支援体制の充実化

データベースと、タブレットなどICT技術との連携

補修計画・予算管理の適正化蓄積したデータの集計・分析

A橋のH26
点検情報は？

A橋のH26
診断情報は？

A橋のH27
補修情報は？

B橋は？
C橋は？

判定の
悪い橋は？

必要な情報を探して
準備するのが大変

DBMM仮）

情報を簡易に閲覧・抽出・集計今後、情報はますます増大…導入前 導入後

「東北インフラ・マネジメント・プラットフォームの構築と展開」（H28年度SIP採択・東北大学など）
産学官が連携し、東北地方として維持管理体制を強化・・・情報基盤としてDBMM(仮)開発の成果を活用

DBMYを更にカスタマイズして宮城県（DBMM仮)）ならびに仙台市への導入に着手
(Integrated Database System of Bridge Maintenance ,Yamagata Pref./山形県道路橋梁ﾒﾝﾃﾅﾝｽ統合ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽｼｽﾃﾑ)

【 導入効果 】

DBMM(仮)でできること DBMM(仮)導入効果

※DBMM(仮)
(Integrated Database System of Bridge Maintenance ,Miyagi Pref.)

SIP成果の社会実装【インフラデータベース】
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Society 5.0 とは（内閣府資料より）
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「Society5.0｣のシステム構造と基盤技術（内閣府資料より）

実空間 サイバー空間

現場システム

実空間
のデータ

収集 伝送

フィードバック
解析結果

インターネット

エッジコンピューティング

プロセッサ
解析

蓄積データ

実空間に係る基盤技術 サイバー空間に係る基盤技術
バイオテクノロジー
ヒューマンインターフェース技術
素材・ナノテクノロジー
光・量子技術 エッジコンピューティング

ロボット技術
センサー技術

アクチュエータ技術

デバイス技術

ネットワーク技術

AI技術 サイバーセキュリティ技術

IoTシステム構築技術

ビッグデータ解析技術

©IMC

8

インフラ分野におけるデータベースの構築・展開

DBMY今回作成したデータベース
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9データベースプラットフォームにより時代・社会のニーズに合った次世代インフラへの変革を実現
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インフラ分野におけるデータベースの構築・展開
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「Society5.0｣プラットフォーム構築（内閣府資料より）
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インフラ技術基準に関する系譜

【道路橋示方書・同解説】
明治19（1886）年 制定：設計・施工の基本が整備

平成29（2017）年 改訂：設計供用期間の標準を100年
とし、適切な維持管理を規定

【土木学会・コンクリート標準示方書】
昭和 6（1931）年 制定：コンクリート構造物の設計・

施工の基本が整備

平成13（2001）年 改訂：維持管理の基本が整備

【国土交通省・橋梁定期点検要領】
昭和63（1988）年 制定：橋梁の主要部材について規定

平成26（2014）年 改訂：付属設備も含めた総合的な点検

インフラ（道路構造物）に関する技術基準は、設計と施工
が先行して整備され、維持管理に関する技術基準の整備は
約30年前で、それまでは大学等でも講義科目がなかった。

我が国のインフラが急速に整備された高度経済成長期には、
耐久性・維持管理に関する明確な技術基準がなく、メンテ
ナンスフリーという考え方が主流だった。

記録（データ）の保存は手間がかかり、利活用に関する方法論も未成熟であった･･･？
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東北の地方自治体が直面するインフラの課題

東日本大震災による「状態の複雑化」
復興の本格化、加速化に伴う「酷使」

東日本大震災による「震災後遺症」

寒冷地特有の「厳冬によるダメージ」

復興を進めなければならない一方
で、東北地方のインフラは、厳冬
環境はじめ、他の地域に比べて特
に厳しい状況に置かれている。

復興を進めなければならない一方
で、東北地方のインフラは、厳冬
環境はじめ、他の地域に比べて特
に厳しい状況に置かれている。

現状では、安全安心に向けた対策の優先順
位や最適な技術を検討する上でのインフラ
維持管理・更新技術の普及が不十分であり、
その確立が喫緊の課題である。

現状では、安全安心に向けた対策の優先順
位や最適な技術を検討する上でのインフラ
維持管理・更新技術の普及が不十分であり、
その確立が喫緊の課題である。

インフラの「老朽化」
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地方自治体が直面するインフラ関係の最近の動向

平成19年
（2007年）

昭和63年
（1988年）

橋梁長寿命化修繕
計画 補助事業

5年

平成24年
（2012年）

橋梁点検要領

5年 5年

平成23年
（2011年）

東日本大震災

平成29年
（2017年）

平成28年
（2016年）

熊本震災

平成30年
（2018年）

北海道震災

笹子トンネル
崩落事故

橋梁点検における
近接目視の義務化

平成26年
（2014年）

木曽川大橋
破断事故

平成25年
（2013年）

市町村の1巡目点検実施期間

被災自治体 ◆安全確認のための緊急点検
の対応 ◆災害査定のための非常時点検

国交省が「メンテナンス元年」を宣言
総務省が「インフラ長寿命化基本計画」を策定

国交省社整審・道路分科会が「最後の警告」を提言
国交省・都道府県に「道路メンテナンス会議」を設置
総務省が「インフラ長寿命化基本計画策定要請」を公表

インフラメンテナンス国民会議が創設

（2022年）

（2020年）
東京オリ・パラ

定期点検
（5年に1回）

米・ミネソタ
落橋事故

や の数だけ点検

する機会がある一方で、こ

れらの情報を統合して活か

す素地はできていない！

データベースの重要性

① 被災前のインフラの状
態はどうであったか？

② 被災時のインフラの損
傷記録は？

③ その後どうなっている
か？それが引き継がれ
ているか？

©IMC
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インフラデータベース整備に関わる技術開発

現状の建設分野に必要とされる技術は多岐にわたっているが、これらをデータ利活用という観点
で統合し、ストックマネジメントに役立てる仕組みを構築することが重要
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SIPはじめ、インフラ関連の技術開発は飛躍的に進展しつつあるが、これ
らの成果をいかに社会実装させ、社会に役立てるか？

そもそも、どんな成果が出ているかを広く周知することも大事な作業

インフラデータベース整備に関わる技術開発

©IMC
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メンテナンスフリー神話の崩壊
老朽化への対応
大規模自然災害への対応

急速な整備、膨大なストック
担い手不足（今＋将来）
限られた財源

我が国の建設を取り巻く様々な課題

地域格差の拡大
インフラ全般への対応

人口減少・高齢化
維持管理市場の未成熟
維持管理を担う人材の不足
地方自治体の疲弊

就労環境や労働条件の改善
他産業との格差是正

新しい社会（Society 5.0）への対応
ストックの最大限の活用
「造る」から「活かす」への転換

「地方インフラ、維持より解体 人口減で市町村限界」
（日本経済新聞・電子版 2018年1月17日）
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建設における「生産性革命」の糸口

インフラが果たすべき普遍の使命

時代・社会の要請や災害等の危機的状況に
も柔軟に応え得る良質なインフラを整備し
て安全・安心を実現することが使命である
ことは歴史的にも普遍の使命である

建設が対応すべき喫緊の課題

建設にのみ依存せず、維持管理も含めて既
設インフラを最大限に使いこなし、次世代
の担い手も育成するような新陳代謝が良く、
生産性の高い持続可能なインフラと建設業
界に生まれ変わることが重要である

建設が解決すべき本質的な課題

建設は地域を支える重要な基幹産業であり、
インフラは私たちの暮らしに不可欠である。
それに見合った評価が得られるよう、建設
分野の社会的地位を確立・向上させること
が重要である

メンテナンスフリー神話の崩壊
老朽化への対応
大規模自然災害への対応

急速な整備
膨大なストック
担い手不足（今＋将来）
限られた財源

人口減少・高齢化
維持管理市場の未成熟
維持管理を担う人材の不足
地方自治体の疲弊

地域格差の拡大
インフラ全般への対応

就労環境や労働条件の改善
他産業との格差是正

新しい社会（Society 5.0）への対応
ストックの最大限の活用
「造る」から「活かす」への転換
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未来投資戦略２０１８

未来投資戦略2018 -「Society 5.0」「データ駆動型社会」への変革 -

基本的な考え方

（１）Society 5.0 の本格的な実現

（２）新しい経済パッケージ（2017/12/08）の着実な実現

（３）世界の動向と日本の立ち位置

◆データ覇権主義の世界では米国、中国が先行独占

◆日本は課題先進国（人口減少、高齢化、エネルギー・環境規制 等）

◆日本の強みは企業の技術力、大学の研究開発力、高い教育水準の人材、リアルデータ

◆難局をチャンスと捉え、既存の組織や産業の枠を超えて社会変革を飛躍的に推進

（４）Society 5.0 の実現に向けた戦略的取組み（SDG's の達成に寄与）

◆様々なデータを共有財産として社会課題の解決を担うビジネスとして活用

◆イノベーションを牽引する様々なプレーヤーを創出

今後、諸外国においても、我が国と同様の社会課題に直面していくこととなり、社会課題解決への

技術革新、ソリューション提供競争が想像を超えるスピードで激化していくことに鑑みれば、まさ

にこの数年が我が国の岐路であり、新たな決意とスピード感を持って進めていく。

http://www.kantei.go.jp/jp/singi/keizaisaisei/#senryaku2018
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まとめ ～「造る」から「活かす」へ ～

インフラデータベースの整備が本格化

データベースの整備・拡張 → 新設インフラへの適用と既設インフラへの対応

データベースの「担い手」の育成 → IT技術者による高度化、効率化の推進

データベースの「使い手」の育成 → 何を何にどう使うか？

インフラを最大限に「活かす」ことで、新たな市場を創生し、日本の活性化に結び付ける


